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はじめに

2020年、東京でオリンピック・パラリンピックが開催されることが
決まった。そんな中で、日本におけるスポーツへの興味・関心は一
層深まっている。先日行われた、サッカーアジア最終予選や、野球
のWBCなどの盛り上がりもその一つだ。

そんな中で今、オリンピック・パラリンピック
はいろんな問題を抱えている。



＜オリパラを行うにあたって、現在の問題点＞

① オリパラ会場の工事は間に合うのか。

② 交通手段や宿泊施設不足。

③ パラリンピックの興味・関心の低さ。

など、他にも様々な問題点がある！



そんな中から、私たちは。。。



③の

パラリンピックの興味・関心の低さ

に着目した！

・東京オリパラ2020は、共生社会の推進の役割も担っ
ている

・しかし、パラリンピックへの熱はあまり感じられない

・そのためにはまず、トレンドの担い手であり、将来性豊か
な若者の興味・関心を喚起することだと考える



目次
１．目的
２．アンケート調査
３．アンケート結果
４．政策
５．まとめ



目的

•オリンピックからパラリンピックへの興味の持続

・若者のパラリンピックへの認知度向上



目的

パラリンピックの認知度、注目度アップ！！

オリンピック、ワールドカップに並ぶ大きなスポーツ大会に

共生社会の推進に大きく寄与できるはず

多くのお金
と

人が動く

いずれは



政策

そのために何をするか

①パラリンピック競技の体験

②SNSを使った情報拡散

③スポーツメーカー×パラリンピック選手のコラボ商品



では、なぜ若者なのか…

若者はこれから社会に進出し、これからの将来を担う

若者が流行を作るため

https://techcrunch.com/2013/08/19/instagram-
cracks-down-on-connected-apps-using-insta-and-
gram/

http://profile.ameba.jp/kasugaisapo



政策提言

どうすればターゲットとなる若者の

興味・関心がわくのかを知るために・・・



パラリンピックに関する

アンケート調査を実施!



アンケート調査の概要

方法 アンケート用紙配布

対象 江戸川大学の学生 計１００人

男（５３人） 女（４７人）



アンケート調査内容

ア） パラリンピックを知っているのか

イ） なぜ知っているのか

ウ) パラリンピックを見るか

エ） どうすればより興味・関心が出るのか（自由記述）



ア） パラリンピックを知っているのか



ア） パラリンピックを知っているのか

多くの人が
パラリンピックを知っている！



イ） なぜ知っているのか



イ） なぜ知っているのか

ＴＶでのＣＭや広告で選手を見た

Twitter
Instagram
Facebook

スポーツ雑誌

友達がパラリンピック選手



ウ） 東京パラリンピックを見るか



ウ） 東京パラリンピックを見るか

80％近くの人が見ないという回答



エ）どうすればより興味・関心が出るのか

・健常者が実際に体験する機会

・若者に身近な形で認知させる

・若者に身近な商品とコラボして宣伝をする



エ）どうすればより興味・関心が出るのか

・健常者が実際に体験する機会

・若者に身近な形で認知させる

・若者に身近な商品とコラボして宣伝をする

若者の関心を
高めるためには？



若者に関心を高めるために①

パラリンピック選手に小学校、中学校、高校
に訪問してもらい、体験する機会を増やす。

その様子をニュース等のメディアに取り上げ
てもらうことにより認知度の拡大を図る。



若者に関心を高めるために②

パラリンピック選手が自身のSNSを使い日常の

様子や練習風景、大会の情報などを積極的に

拡散する。

若者の大勢が利用している身近なSNSを利用
することにより、若者への認知度を大幅に拡散さ
せる。



若者に関心を高めるために②

パラリンピック選手が自身のSNSを使い日常の

様子や練習風景、大会の情報などを積極的に

拡散する。

若者の大勢が利用している身近なSNSを利用
することにより、若者への認知度を大幅に拡散さ
せる。

莫大なＳＮＳの
拡散力を利用
する！！



若者に関心を高めるために③

自分の好きな選手名やチーム名を
入れることが出来る

ショットグラス

-- https://twitter.com/ultrajapan/status/645827270297317376



まとめ

パラリンピックにはパラリンピックでしかない心が揺さ
ぶられる、熱くなれるところがたくさんあるのだ。
そこをより多くの人に見てもらいたい。知ってもらいたい。
そんな思いが、今回の政策提言の背景にある。

わたしたちは、
それが共生社会の第一歩となると信じている。


